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抄　　録

山梨県赤十字血液センターは高校献血の実施率が極めて高いが，採血量不

足（以下，量不足）に伴う減損率が一般献血者より高いことが問題であった。

そのため献血推進課・採血課合同会議を設置し，量不足を減少させるための

対策を検討し，１．採血日前からの体調管理の促進，２．献血現場の環境を考

慮した設営と誘導，３．水分摂取・身体の保温・緊張緩和の推進，に取り組

んだ。対策を実施した平成27年度，平成28年度の量不足率は，平成26年度

の2.53％からそれぞれ1.37％，1.50％に有意に低下し，平成29年度はさら

に0.78％まで有意に低下した。平成26年度と29年度の量不足を原因別に比

較すると，血管迷走神経反応は1.42％から0.35％へ，穿刺不良は0.20％から

0.08％へ，流出不良は0.72％から0.31％へ低下した。以上の結果から，当セ

ンターが実施した高校献血における量不足による減損率の低下を目指した取

り組みは極めて有効であることが示唆される。
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【はじめに】

将来における献血者数の減少を食い止め，安定

的な献血者数の確保を実現していくためには，若

年層献血者を増加させるための施策を積極的に押

し進めていくことが重要である。山梨県赤十字血

液センター（以下，山梨センター）では，高校生
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の時の献血体験とボランティア精神の涵養が将来

的な若年層献血者の確保に非常に重要なステップ

であると考えており，県内のほぼすべての高校に

おいて献血を実施してきている。しかし，高校献

血における採血量不足（以下，量不足）による減損

率は他の献血者の場合より明らかに高率で，その

低率化が大きな課題であった。山梨センターの採

血課では，数年前から量不足や穿刺不良で採血中

止となった献血者の記録表を作成し，減損原因の

把握とその削減に取り組んできていたが1)，高校

献血における量不足率の低下には結びついていな

かった。平成26年度のデータでは，県内高校献

血の量不足率は2.53％（内訳は，血管迷走神経反

応VVR 1.42％，穿刺不良0.20％，流出不良0.72％，

その他0.17％）で，高校献血を除いた山梨県全体

の量不足率である0.67％より明らかに高率であ

り，量不足による減損の約30％を高校献血が占

めていた。

山梨センターでは，平成27年度に献血推進課・

採血課による合同会議を設置し，量不足への対策

を２課で話し合うことで７案の対策を選定し，毎

年協議を重ねて対策の徹底や改善を図ってきた

が，高校献血における量不足率の低下をほぼ達成

できたので報告する。

【方　　法】

１．新たに開始した取り組み

1）渉外活動の改善

従来から献血用ポスターを校内に掲示していた

が，その内容は日程のみの記載であった。平成

27年度からは，安全な献血に重要な水分補給・

食事・睡眠についての注意点をわかりやすく記載

したポスターを新たに作成し，校内に掲示した（図

１）。また，事前配布していた従来の献血用パン

図１　校内掲示用ポスターの改良

A B

従来の校内掲示用ポスター（A）では，献血日だけを記載していたが，平成27年度に新たに作成したポスター（B）では，
「献血前の３つの注意事項」（水分補給，食事，睡眠）が大きく記載されている。
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フレットでは，「献血前の注意事項」を記載してい

る位置が，裏面の「保護者の献血同意書」の位置と

重なっており，切り取られて提出されていた。平

成27年度からは，同意書提出後でも「献血前の注

意事項」が生徒の手元に残るように移動したパン

フレットを新たに作成した（図２）。

2）�受付場所の屋内への変更とトランシーバーの

導入

受付場所と採血バス間の気温差をできるだけ小

さくするために，学校側に説明と依頼を行い，平

成27年度からは可能な限り受付場所の屋外から

屋内への変更を推進した（図３A）。また，平成

28年度からはトランシーバーを導入した。献血

推進課職員がトランシーバーを用いて受付・検診

車と採血バスの混雑状況を確認しながら生徒の誘

導を行い，献血前の屋外待機時間をできるだけ短

縮させた。

3）採血前水分摂取の徹底と飲料の内容変更

平成27年度からは，受付で水分摂取の必要性

を説明した直後に500mLペットボトル飲料を配

布し，その場で水分摂取を促した。採血前検査で

も水分摂取量や口喝の有無を確認し，必要に応じ

て再度水分摂取を促した。平成28年度からは，

飲料をお茶から吸収率がより高いスポーツ飲料に

変更した（図３B）。

4）本採血が昼休みにかかる場合の工夫

空腹状態での本採血を避けるため，昼休み直前

の生徒には受付で入力担当者が経口補助食品を配

布し，摂取後に本採血を実施した。平成27年度

からは，本採血が昼休みにかかる場合，学校から

図２　事前配布パンフレットの改良

従来の事前配布パンフレットでは，「献血前の３つの注意事項」が最下段に記載されていたため，裏面の最下段にある「保護
者の同意書」と重なり，提出用に切り離されていた。平成27年度に新たに作成したパンフレット（左）では，「献血前の３つ
の注意事項」が最下段より上側に移動され，裏面の保護者の同意書（右）を提出した後も生徒の手元に残るように変更された。
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の承諾を得られれば，昼休み前の採血前検査と昼

休み後の本採血（昼またぎ）を積極的に導入し，昼

休み中の水分・栄養摂取と保温を促した。

5）本採血前の保温の徹底

高校献血は経年的に秋・冬季に実施されること

が増加したが，受付で全生徒に使い捨てカイロを

渡し，手先の積極的な保温を促した。さらに，採

血前検査で手や腕が冷えていると思われた生徒に

は，使い捨てカイロやアームウォーマーを追加で

支給し，本採血前の保温を徹底した（図３C）。

6）緊張の緩和

緊張の緩和を図るため，受付から検診車・採血

バスへ移動をする時に献血推進課職員ができるだ

け付き添って誘導を行った。本採血前には本採血

担当者がチョコレートを提供し，コミュニケーシ

ョンをとることで緊張の緩和に努めた（図３D）。

また，採血中にも適宜声掛けを行い，不安の軽減

や気分不良の早期発見に努めた。

7）本採血中のレッグクロス運動の導入

従来は採血後にレッグクロス運動を実施してい

たが，平成27年度から採血中のレッグクロス運

動を導入した。レッグクロス運動の仕方や効能を

記載したリーフレットを採血前に手渡すととも

に，採血ベッド上の天井にリーフレットを貼付す

ることによって，採血中のレッグクロス運動を積

極的に促した。

２．統計解析

二群間における量不足率，原因別量不足率の相

違は，χ二乗検定で行い，p＜0.05を統計学的に

有意差ありと判定した。

【結　　果】

１．取り組みの達成状況

1）渉外活動の改善

平成27年度から新規に作成したポスターの配

図３　量不足対策の実際（参考写真，掲載の同意取得済み）

C D

A B

Ａ．屋内受付の実施状況と使い捨てカイロによる手指の保温
Ｂ．受付直後から開始される水分補給
Ｃ．採血前検査前のアームウオーマーを活用した保温
Ｄ．チョコレートの手渡しと職員・生徒間コミュニケーションの促進による緊張の緩和
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布を実施し，改良したパンフレットも同年から使

用を開始できた。

2）�受付場所の屋内への変更とトランシーバーの

導入

秋・冬期に高校献血を実施している36校中，

平成27年度に屋内に受付を設営できたのは24校

（26回）であったが，平成29年度には35校（37回）

に増加させることができた。多くの高校で暖房さ

れた屋内に受付を設営できたことは，秋・冬期の

身体の保温に大きく貢献した。また，トランシー

バーの導入は，献血推進職員が採血バスの混雑状

況を確認しながら生徒を誘導することを可能に

し，屋外における採血前待ち時間の短縮に非常に

有効であった。

3）採血前水分摂取の徹底と飲料の内容変更

ペットボトルを未開封で採血バスに来場する生

徒がなくなった。また，本採血前にペットボトル

１本を飲み干す生徒が増加し，早期の十分な水分

摂取が実現した。

4）本採血が昼休みにかかる場合の工夫

昼休み直前に経口補助食品を配布することで，

空腹時の採血を回避できた。午前中に採血前検査

のみ実施し，昼休み後に本採血をする生徒は，昼

休み中に十分な水分・栄養摂取と保温を行えた。

5）本採血前の保温の徹底

秋・冬期にはすべての生徒に使い捨てカイロを

配布できた。また，受付職員の声掛けにより，手

先を保温した状態で採血バスに来場する生徒が大

幅に増加した。

6）緊張の緩和

献血推進課の職員がほとんどの時間帯で誘導の

際に付き添いができた。本採血前のチョコレート

の提供は，職員・生徒間のコミュニケーションを

高め，恐怖心の軽減に有効であった。

7）本採血中のレッグクロス運動の導入

すべての生徒にリーフレットを活用して，レッ

グクロス運動の説明をできた。採血担当者と生徒

間でレッグクロス運動についての会話が積極的に

行われ，生徒間でもレッグクロス運動に関する会

話が頻繁に聞かれた。VVRの予防とともに，コ

ミュニケーションツールとしても活用でき，緊張

の緩和にも繋がった。

２．高校献血における量不足率の年次変化

山梨センターの各年度における量不足率を，高

校献血と高校献血以外の献血に二分し，比較検討

したデータを図４Aに示した。高校献血の量不足

率は，平成26年度の2.53％（2,885人中73人）か

ら平成27年度の1.37％（2,767人中38人）へ有意（p

＜0.05）に低下した。対策が徹底されるにつれて

さらに低下傾向を示し，平成29年度には0.78％

（2,551人中20人）まで有意（p＜0.05）に低下した。

一方，高校献血以外の献血における量不足率は，

常に高校献血より低率であったが，平成26年度

の0.67％（21,428人中145人）から平成27年度の

0.50％（21,249人中107人）に有意（p＜0.05）に減

少し，その後はプラトーとなった。平成29年度

においても，高校献血の量不足率0.78％は高校献

血以外の量不足率0.46％（19,985人中92人）より

有意（p＜0.05）に高率であった。

３．高校献血における量不足の原因別変化

山梨センターの高校献血における量不足の原因

別発生率の年次変化を図４Bに示した。平成26

年度（献血者数2,885人）と平成29年度（献血者数

2,551人）を比較すると，VVRによる量不足は

1.42％（41人）から0.35％（9人）へ，穿刺不良に

よる量不足は0.20％（6人）から0.08％（2人）へ，

流出不良による量不足は0.72％（21人）から0.31

％（8人）へ，それぞれ低下した。VVRと穿刺不

良は経年的に減少傾向を示したが，流出不良によ

る量不足は平成28年度に一旦やや増加したもの

の，平成29年度に再度減少傾向を示した。

【考　　察】

平成27年度から導入したさまざまな取り組み

は山梨県における高校献血の量不足による減損率

を低下させる上で非常に有効であった。各々の取

り組みの有効割合を解析することは困難である

が，導入したさまざまな取り組みの総合的効果が

量不足による減損率を低下させたと考えている。

山梨センターにおける高校献血の400mL献血率

は，平成26年度の61.0％から平成29年度の73.9

％に上昇しており（本雑誌の『高校献血の推進と質

の改善，第1編：400mL献血率の向上を目指して』
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を参照），量不足の減少は400mL献血率の低下に

よってもたらされたものではないことを強調した

い。

平成27年度10月以降，全国の血液センターに

おいてVVR予防を目的とした採血中のレッグク

ロス運動が導入された2)。本運動との関連は必ず

図４　量不足率の年度変化

Ａ．高校献血と高校献血を除いた献血の比較
高校献血における量不足率は平成27年度に有意（p＜0.05）に低下し，対策が徹底された平成29年度にさ
らに有意（p＜0.05）に低下したが，高校献血を除いた量不足率よりはいまだ高率であった。

Ｂ．高校献血における量不足原因の年度変化
量不足をもたらすすべての原因が経年的に減少傾向を示し，平成26年度と平成29年度で有意差（p＜
0.05）を認めた。VVRを原因とする量不足がとくに有意に減少（p＜0.01）した。
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しも明らかではないが，山梨センターにおける高

校献血のVVR発生率は平成26年度の1.42％から

平成29年度には0.35％と大幅に減少しており，

その有効性が示唆される。献血当日前からの体調

管理，早期の水分摂取の推進，空腹時採血を避け

るための経口補助食品の配布と摂取の促進など

は，さらなるVVRの低下に寄与したと考えられ

る。チョコレートの提供はコミュニケーションを

図る手段にもなっており3)，緊張の緩和による

VVR予防に有効であった。

山梨センターでは，400mL献血率を向上させ

るための方策の一つとして，秋・冬季の高校献血

を推進している。したがって，屋内受付の設営や

保温の徹底に努めたことは，穿刺不良や流出不良

による量不足の低下に非常に有効であった。また，

付き添い誘導の促進は，初めての献血で会場の流

れを知らない生徒にとって緊張の緩和につなが

り，安心して献血ができる環境を提供できたと考

えられる。高校献血における量不足率が，対策を

開始した平成27年度に有意に低下し，平成29年

度にさらに低下した要因については，採血針の変

更が影響した可能性もあるが，各対策の実施率が

向上したことが大きく関与していると考えてい

る。しかし，差は縮小してきているものの，高校

献血の量不足率は高校献血を除く量不足率よりい

まだに有意に高値であり，さらなる改善が求めら

れる。

本報告の概要は，第42回日本血液事業学会総会

（千葉市，平成30年）で発表した。
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